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や
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
決
定

的
に
損
な
い
、
社
会
の
分
断
を

一
層
助
長
し
た
」「
”命
と
暮
ら

し
を
守
り
抜
く“
た
め
に
は
政
治

を
変
え
よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、

第
四
十
九
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、

一 

区
武
内
則
男
さ
ん
、
二 

区

広
田
一
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

闘
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
来
賓
の

武
内
則
男
・
広
田
一
両
衆
議
院

議
員
は
、「
第
四
十
九
回
衆
議
院

選
挙
で
は
、
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
政
治
に
変
え
よ
う
」
と

の
政
治
の
劣
化
が
国
民
の
政
治

　

連
合
高
知
が
主
催
す
る
第
九
十

二
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
大
会
、
四

月
二
十
九
日
十
時
、
城
西
公
園
に

五
三
二
名
（
十
九
産
別
、八
団
体
）

が
結
集
し
た
。
退
職
者
の
会
か
ら

國
弘
会
長
ほ
か
、
五
名
が
参
加
し

た
。
こ
の
日
は
、小
雨
交
じ
り
で
、

会
場
は
、
泥
田
の
よ
う
。
準
備
万

端
長
靴
を
は
い
た
参
加
者
も
多

い
。
主
催
者
代
表
の
折
田
連
合
高

知
会
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

暮
ら
し
が
壊
さ
れ
る
形
で
経
済
的

な
分
断
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
」
と
現
状
を
述
べ
た
う
え
で
、

「
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
協
調
、
連

携
、
連
帯
の
重
要
性
を
再
確
認

し
、
”分
断
か
ら
連
帯
へ“
を
合
言

葉
に
”誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
包

摂
的
な
社
会“
を
め
ざ
し
て
い
こ

う
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
日
本

訴
え
た
。
集
会
の
最
後
に
は「
企

業
規
模
間
、
雇
用
形
態
間
な
ど

格
差
是
正
に
向
け
て
分
配
構
造

の
転
換
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

社
会
に
あ
る
偏
見
や
差
別
、
誹

謗
・
中
傷
に
毅
然
と
立
ち
向
か

い
、
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会

づ
く
り
を
力
強
く
進
め
て
い
こ

う
」
と
す
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
す
べ

て
の
日
程
を
終
え
た
。
な
お
、

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、

デ
モ
行
進
は
な
か
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　

  

〈
吉
川　

忠
興
〉

質
疑
討
論
に
入
っ
た
。

　

高
知
県
支
部
協
か
ら
は
、「
常

駐
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
の
中
で
、
十

分
論
議
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
焦
る
必
要
は
な
い
。

高
知
県
支
部
協
は
既
に
月
曜
日

　

五
月
十
三
日
（
木
）
十
三
時

三
〇
分
よ
り
、
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
集
合
開
催

を
断
念
し
、Ｗ
ｅ
ｂ
方
式
で
実
施

さ
れ
た
。
高
知
県
支
部
協
か
ら

は
國
弘
会
長
と
弘
田
事
務
局
長

が
参
加
し
た
。
冒
頭
森
嶋
会
長

は
、
各
支
部
協
が
、
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ

と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

を
見
通
し
た
場
合
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
状
況
を
踏
ま
え

て
も
、
向
こ
う
一
年
間
は
大
き

く
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
前
提
と
し
た
活
動
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
支
部
協
の
常
駐
体
制
の
充

実
等
、
財
政
措
置
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
の
で
、「
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
議
論
願
い
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
各
支
部
協
か
ら
①

コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
と
会
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
、②

退
職
者
説
明
会
の
取
組
み
、③
政

治
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
川
辺
事
務
局

長
か
ら
、①
支
部
協
常
駐
体
制
の

充
実
に
向
け
て
、②『
石
橋
み
ち

ひ
ろ
』
の
必
勝
に
向
け
た
取
組

み
、③
日
本
退
職
者
連
合
へ
の
加

盟
に
つ
い
て
一
括
提
案
が
あ
り
、

か
ら
金
曜
日
の
午
後
役
員
の
常

駐
体
制
を
組
ん
で
い
る
の
で
、

現
状
を
継
続
し
て
行
き
た
い
」

等
発
言
し
た
。   

（
國
弘　
　

昭
）

　花だより。まずは、チューリップ。3月7日、香南市香我美町岸本の国道55号沿いで恒例
の「かがみ花フェスタチューリップまつり」が開かれた。150種13万本のチューリップは壮
観。会場は、多くの人でにぎわった。
　また、まつりが終わった4月8日、植えられた花の球根が自由に持ち帰れる「掘り取り祭」
が開かれた。１袋200円で詰め放題ということで、これまた大勢の人が詰めかけた。

香南市で｢かがみ花フェスタ｣

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
討
論

雨
の
中
２
年
ぶ
り
の
メ
ー
デ
ー

高知県支部協議会
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　コロナ禍、暗く元気を失う日々が続いています。
　喜怒哀楽の投稿にあたり、暗い話題は横に置き少しでも元気が出る話題で日常生活に活かさ
れることはと考え、入手した語録を紹介したいと思います。
【18歳と81歳の違い】
　○学校で友達に会うのが18才　病院で友達に会うのが81才
　○道路を暴走するのが18才　道路を逆走するのが81才
　○知らないことが多いのは18才　忘れたことが多いのは81才　
　○自動車免許が取れるのは18才　自信がなくなり返納するのが81才
　○流行にすぐ反応するのが18才　御利益にすぐ反応するのが81才
　○遊びすぎて眠れないのが18才　昼寝が過ぎて眠れないのが81才
　まだまだありますが、参考にしてお互いの生活に活かして下さい。
　今1つ話題は、環境問題について考えてみたいと思います。
　世界中を席巻している新型コロナウイルスも環境問題が関与しているのでは、ウイルスの宿
主はコウモリとされているが、動物同士の感染であれば影響は限定的だが、人への感染、人か
ら人へと広がりで、大変なこととなっています。
　人類が世界中での森林破壊や急速な都市型の推進をしたことから、動物の食料が激減し、か
つては出会うことのなかった動物と動物さらには、人との接触の機会が増えたことに起因して
いるのではないでしょうか。
　生態系の修復が問われること、また人間社会においても富裕層と貧困層の格差も広がり、分
断と自国優先の動きの中、安全衛生面の対応が先送りとされていることも問題に感じてなりま
せん。
　現職を中心として、砂漠の緑化運動（黄砂問題など）、全国一斉環境行動（カン・ゴミのポイ
捨て清掃）、エコの取組みなどを退職者の会も参加して実施しています。
　私達ひとり一人も心がけ日常的な取り組みとしたいものです。
　色んな事に興味をもち、お互いに気力・知力・体力を呼び戻して、自らの脳トレに即しては
いかがでしょうか。
　暗い話題を避けて寄稿をしましたが、新型コロナウイルスが治まり、日常が戻ることを心か
ら祈願して、寄稿とします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＜三宮　正博＞

喜 哀怒 楽 第48回 環境破壊がトリガー？

　

こ
の
た
び
想
い
が
け
ず
、
土
佐
の

郷
土
史
研
究
者
に
与
え
ら
れ
る
、
平

尾
学
術
奨
励
賞
を
い
た
だ
い
た
。
予

土
歴
史
文
化
研
究
会
の
会
誌
『
よ
ど
』

に
連
載
し
た
拙
稿
「
高
知
県
西
南
部

の
中
世
石
造
文
化
財
」
が
そ
の
対
象

と
な
っ
た
。

　

中
世
石
造
物
に
興
味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
は
、
そ
の
道
の
先
駆
者
中

土
佐
町
の
故
・
林
勇
作
氏
か
ら
、
初

対
面
の
際
に
一
枚
の
拓
本
を
見
せ
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
私
の
住
む
集
落
の
寺
院

境
内
に
所
在
す
る
、
延
徳
四
（
一
四

九
ニ
）
年
の
銘
を
刻
ん
だ
地
蔵
石
仏

の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

自
宅
の
す
ぐ
近
く
に
古
い
石
仏
が

平
尾
学
術
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

平
尾
学
術
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

あ
っ
た
こ
と
に
一
驚
し
、
以
来
幡
多

地
域
を
中
心
に
中
世
石
造
物
を
探
索

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

中
世
の
石
造
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
中
世
の
寺
跡
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。

現
在
寺
院
や
小
堂
と
し
て
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
何
の
変
哲
も
な
い

山
際
な
ど
に
、
石
造
物
だ
け
が
放
置
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

そ
の
場
所
を
特
定
す
る
に
は
、
豊

臣
秀
吉
の
頃
に
作
ら
れ
た
「
長
曾
我

部
地
検
帳
」（
県
立
図
書
館
が
刊
本
と

し
て
発
行
し
て
い
る
）
に
、
寺
院
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
場
所
を
探
す
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
町

村
役
場
が
所
蔵
す
る
大
図
（
大
字 

図
）

と
突
き
合
わ
せ
る
の
が
、
最
も
効
率

的
で
あ
る
。

　

一
方
、
中
世
石
造
物
は
、
仏
教
思

想
に
基
づ
い
て
造
立
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
程
度
「
仏
教
考
古
学
」
的
な
知

識
が
な
け
れ
ば
、
理
解
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
造
立
の
背
景
等
を
推
考
す

る
に
は
、
関
連
す
る
文
献
資
料
を
検

索
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
中

世
の
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
最
も

苦
労
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
、
望
外
の
賞
を
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
精
進
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
る
。　
〈
山
本　

弘
光
〉（
宿
毛
市
）

　

私
ど
も
が
暮
ら
す
香
南
市
西
川
地

区
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
自
由
自
在
に
聞

く
里
は
、
酒
屋
へ
三
里
、
豆
腐
屋
へ

二
里
」
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
棚
田
に
桜
二
百
本
，
ハ
ナ

モ
モ
五
百
本
菜
の
花
五
十
万
本
咲
き

今
年
も
三
月
二
十
日
か
ら
四
月
四
日

ま
で
西
川
花
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
西
川
花
公

園
」
で
見
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
花
を
愛
で
て
頂
き

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生
や
、
結
婚

式
の
前
撮
り
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
や
ペ
ッ

ト
を
連
れ
て
の
お
客
様
も
多
数
来
園

し
ま
し
た
。

　

今
は（
五
月
）菜
の
花
の
刈
り
取
り
、

種
取
り
、
跡
地
を
耕
し
、
施
肥
、
草

取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

西
川
花
公
園
と
と
も
に

西
川
花
公
園
と
と
も
に

あ
ざ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
気
力
、
体
力
も
沈
み

が
ち
で
巣
ご
も
り
状
態
の
日
常
に
生

気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
花
に
心
機

一
転
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
す
。

　

私
ど
も
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
も
「
出

来
る
こ
と
か
ら
、
皆
で
楽
し
み
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
進
む
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
花
咲
か
爺
さ
ん
、
婆
さ
ん
が
頑
張
っ

て
、
お
客
さ
ん
の
プ
シ
ュ
・
プ
シ
ュ

と
缶
ビ
ー
ル
の
音
が
花
の
下
で
聞
こ

え
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。 　
　

　
　
　
　

  〈
黒
岩　

靖
夫
〉（
香
南
市
）



　新婚さんいらっしゃいが誕生したのが奇

しくも、50 年前の 1971 年（昭和 46 年）。

男性の出演者は、月定可朝のあと桂三枝、

女性は江美早苗、梓みちよ、ジェーン・シェ

パード、片平なぎさなど。現在山瀬まみと

桂文枝（桂三枝より改名）コンビとなって

いる。

　2015 年には、『同一司会者による番組

の最長放送によるトーク番組の最長放送』

としてギネス世界記録に認定された。県下

では嶺北杉報話局が設置され、県内では、

全集中局の全国即時網編入が完了した。

　新婚さんいらっしゃいが誕生したのが奇

しくも、50 年前の 1971 年（昭和 46 年）。

男性の出演者は、月定可朝のあと桂三枝、

女性は江美早苗、梓みちよ、ジェーン・シェ

パード、片平なぎさなど。現在山瀬まみと

桂文枝（桂三枝より改名）コンビとなって

いる。

　2015 年には、『同一司会者による番組

の最長放送によるトーク番組の最長放送』

としてギネス世界記録に認定された。県下

では嶺北杉報話局が設置され、県内では、

全集中局の全国即時網編入が完了した。

金婚さん
いらっしゃい

自動化の主力 XB（クロスバー）交換機

大
津
波

－「
明
治
三
陸
地
震
」
が

あ
っ
た
。東
北
太
平
洋
沿
岸
で
は
、

一
九
六
〇
年
チ
リ
地
震
、
一
九

七
八
年
・
二
〇
〇
三
年
の
宮
城

県
沖
地
震
な
ど
も
発
生
し
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東

日
本
大
震
災
の
地
震
が
引
き
起

こ
し
た
津
波
と
福
島
原
発
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）
の

記
憶
は
、
私
た
ち
の
脳
裏
に
生
々

し
く
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
三
陸
津
波

　

米
寿
を
向
か
え
ら
れ
た
方
々

が
、
生
を
受
け
ら
れ
た
こ
ろ
、

昭
和
八
年
三
月
三
日
、
三
陸
地

方
に
大
地
震
が
発
生
し
た
（
昭

和
三
陸
津
波
）。
釜
石
、
大
槌
町

な
ど
地
震
に
よ
る
津
波
と
火
災

に
襲
わ
れ
、
死
者
は
お
よ
そ
三

千
人
、
流
失
や
倒
壊
し
た
家
屋

は
約
七
千
戸
に
及
ん
だ
。
十
八

年
前
の
明
治
二
十
九
年
、
三
陸

1932

昭和三陸津波

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）

○マイカー共済
○車両共済
○自賠責共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

●マイカー共済コールセンター
　電　話　０１２０－３０９－０２８
●自賠責共済専用ダイヤル
　電　話　０１２０－３０９－０４８
　受付時間　９：００～１７：３０
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

○情報労連の職場を退職し、退職組合員
　のみに加入された方の各種共済
○まもるくん

電　話　０１２０－１４１－１７５
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く

ユアサポート株式会社

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

４
月　

武　

政　

節　

子 

様

　
　

伊　

藤　

昭　

夫 

様

　
　

福　

井　

三　

男 

様

　

宮　

崎　

祥
次
郎 

様

　
　

鈴　

木　

芳　

恵 

様

　
　
　

安　

岡　

百
合
子 

様

　
　

宗
我
部　
　
　

浩 

様

　
　

富　

岡　

美　

香 

様

　
　

増　

吉　

紀
久
枝 

様

　
　

杉　

本　

生　

子 

様

５
月　

島　

本　

禮　

碩 

様

　
　

米　

津　

博　

明 
様

　
　

藤　

原　

章　

弘 
様

　

伊
与
田　

健　

一 
様

　
　

滝　

沢　

世
紀
子 

様

久　

保　

由
美
子 

様

　
　

吉　

野　
　
　

毅 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
８
件
）

３
月　

森　
　
　

美　

都 
様

北　

川　

澄　

夫 
様

堅　

田　

幹　

子 

様

田　

中　

雅　

夫 

様

　

依　

岡　

芳　

子 

様

４
月　

津　

田　

宏　

代 

様

　
　

土　

居　

彰　

子 

様

５
月　

池　

澤　
　
　

育 

様

☆
喜
寿
（
25
件
）

３
月　

柴　

岡　

演　

生 

様

　
　

竹　

崎　

ヤ　

エ 

様

　
　

川　

崎　

洋　

輝 

様

　
　

大　

崎　

順　

平 

様

　
　

猿　

田　

正　

隆 

様

　
　
　

中　

島　

寿　

子 

様

　
　

吉　

田　

政　

子 

様

　
　

大　

石　

純　

子 

様

☆
古
希
（
３
件
）

３
月　

邑　

田　

正　

次 

様

４
月　

川　

上　

康　

典 

様

５
月　

有　

田　

峰
奈
子 

様

 

中　

村　

美　

知 

様 
 

松　

本　

澄　

恵 

様

　
　

吉　

田　

政　

子 

様 
 

吉　

田　

好　

富 

様

 

松　

本　

通　

夫 

様

　

福　

井　

清　

明 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
９
件
）

３
月　

上　

村　

正　

臣 

様

　
　

吉　

良　

瑠
美
子 

様

４
月　

安　

田　
　
　

勇 

様

　
　

森　
　
　

明　

博 

様

　
　

武　

政　

善
次
郎 

様

　
　

曽
我
部　

昌　

江 

様

　
　

竹　

島　

久　

隆 

様 

お
祝
い

☆
金
婚
（
19
件
）

３
月　

永　

野　

冨
士
美 

様

　
　

笹　

岡　

東　

洋 

様

　
　

東　
　
　

伸　

行 

様

　
　

新　

田　

和　

男 

様

西　

村　

榮　

祐 

様

４
月　

島　

本　

知　

明 

様

　
　

氏　

原　

正　

人 

様

　
　

公　

文　

義　

政 

様

　
　

高　

橋　

政　

博 

様

　
　
　

横　

田　
　
　

博 

様

　
　
　

又　

川　

津
八
子 

様

　
　

長　

野　

美
紀
夫 

様

５
月　

青　

野　

一　

穂 

様 

５
月　

三　

本　

栄　

子 

様 

　
　

木　

戸　

孝　

一 

様 

★
配
偶
者
死
亡
（
８
件
）

２
月　

下　

村　
　
　

満 

様

３
月　

和　

田　

圭　

子 

様

４
月　

武　

政　

節　

子 

様

森　
　
　

明　

子 

様

５
月　

藤　

田　

裕
美
子 

様

　
　

糸　

川　

好　

一 

様

　
　

成　

岡　

政　

子 

様

２
０
２
０
年　
　
　
　
　

  　

12
月　

福　

原　
　
　

亨 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
０
件
）

◇
火
災
共
済
（
３
件
）

２
月　

３
２
万
２
，０
０
０
円

４
月　

９
４
万
７
，９
８
３
円

◇
生
命
共
済
（
０
件
）

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度（２

０
２
１
年
３
月
〜
２
０
２
１
年
５
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度（２

０
２
１
年
２
月
〜
２
０
２
１
年
５
月
）

死
亡
時
に
事
務
局
へ

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

お
ね
が
い

お
ね
が
い

［ 3］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信



［ 4］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信

ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

あ
ふ
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語

青
木
　
敬
三

（
南
国
市
）

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
一
年
半
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
聞
き
な

れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
を
い
く
つ

か
耳
に
し
ま
し
た
。ま
ず
は「
エ

子
離
れ
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

大
石
　
純
子

（
高
知
市
）

　

コ
ロ
ナ
終
束
を
願
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。
友
人
と
会
食
す
る

こ
と
も
無
く
、
家
の
中
へ
招
く

こ
と
も
出
来
な
い
中
、
私
は
趣

味
に
没
頭
す
る
日
々
で
す
。

　

そ
れ
は
娘
の
結
婚
を
機
に
、

子
離
れ
を
し
な
く
て
は
と
始
め

た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
す
。
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
へ
通
う
よ
う
に
な

り
、二
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

最
初
は
色
合
わ
せ
が
全
く
で

き
ず
、
先
生
の
真
似
を
し
た

り
、
本
を
お
手
本
に
し
た
り
し

て
、
と
に
か
く
数
多
く
手
掛
け

ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
少
し

ず
つ
自
分
の
カ
ラ
ー
ら
し
き
も

の
が
で
き
て
き
て
、
次
第
に
面

白
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。
今

は
家
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
針
を
持
っ
て
、
チ
ク
チ

ク
し
な
い
と
そ
の
日
が
終
わ
ら

な
い
程
、
大
好
き
な
趣
味
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
眼
に

な
ら
な
い
こ
と
が
、
長
く
続
け

ら
れ
た
要
因
の
一
部
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
先
い
つ
迄
自
粛
が
続
く

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
好
き
な
こ
と
を
し
な

が
ら
、
自
分
で
作
っ
た
無
農
薬

野
菜
を
食
し
、
元
気
に
年
を
重

ビ
デ
ン
ス
」
で
す
。「
Ｇｏ 

Ｔｏ

ト
ラ
ベ
ル
で
感
染
が
拡
大
し
た

と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
、
旅
行
が
続
い
て
い

る
間
に
全
国
に
感
染
が
拡
大
し

ま
し
た
。「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と

は
「
根
拠
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
が
、
美
術
館
な
ど
感
染

が
拡
大
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は
無

く
て
も
休
業
要
請
を
し
、
一
貫

性
が
な
く
「
ど
ん
な
エ
ビ
や
ね

ん
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
と

い
う
言
葉
も
耳
に
し
ま
し
た
。

旬
に
は
二
度
目
の
接
種
が
終
わ

り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
り
集
団
免
疫
を
得
る
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

の
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
た
後

に
、
別
の
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
コ

ロ
ナ
を
私
は
こ
う
呼
び
た
い
と

思
い
ま
す
。「
コロ
ナ　
マ
ー
ク
Ⅱ
」

そ
れ
ぞ
れ
、
日
常
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
仕
事
を
担
っ
て
い
る

人
の
こ
と
だ
っ
た
り
、
世
間
に

与
え
る
影
響
力
が
大
き
い
人
の

こ
と
だ
と
の
こ
と
で
す
。「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
は
Ａ
型
と

か
Ｂ
型
が
あ
る
。
風
邪
を
ひ
い

て
い
る
人
の
こ
と
を
連
想
し
ま

し
た
が
、
違
っ
て
い
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
」
は
よ
く

聞
く
言
葉
で
す
。
私
も
六
月
上

Ｏ
Ｂ
旅
行
が
中
止
に

　

退
職
者
の
会
と
電
友
会
で
構
成
す
る
「
旅
行
検
討
委
員

会
」
は
、
今
年
度
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
旅
行
」
検
討
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
段
階
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
い
、
国
が
緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
策
等
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
変
異
ウ
イ
ル

ス
が
急
速
拡
大
し
、
国
民
に
さ
ら
な
る
自
粛
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
交
通
網
や
旅
館
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
高
齢
者
の
感
染
に
よ
る
重
症
化
の
恐
れ
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
、
中
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
・
ご
家
族
の
皆
様
、
諸
般
の
事
情
を
ご
理
解
さ
れ
、

次
回
に
は
、
引
き
続
き
の
参
加
・
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会　

旅
行
委
員
会

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

元気をモットーに
　気がつけば今年も早、半分が終わろうとしている。バタバ
タする毎日で、あっという間に時間が過ぎているではないか。
先日、1 回目のコロナワクチン接種を受けるため「かかりつ
けの某病院」に行った際「掲示板」のユニークなジョークが
目についた。もう古いかなと思いつつ２項目を紹介してみよ
う！“笑いは長寿の秘訣より”「18 歳と 81 歳の違い」１．
恋に溺れるのが 18 歳、風呂で溺れるのが 81 歳。2. アクセ
ルを踏みつづけるのが好きな 18 歳、アクセルをブレーキだ
と思い違いする 81 歳。2 つともあってはならない事象であ
るが、この場は笑いで留めておこう！「老いも若きも健康が
第一」私もこれから年を重ねるにつれ、色々な出来事にでく
わすかも？家族に迷惑をかけない平穏な日々が送れるよう
に、常に健康に留意し、元気をモットーに過ごしていきたい
と願うばかりである。　　　　　　＜いの町　掛水　秋男＞

不要不急って何？
　１９１８年からのスペイン風邪は、アメリカから世界へ広がり約
５億人が感染、死者は１,７００万人から５,０００万人となり、悪疫と
飢餓の時代と言われる。「物不足」から豊かな生活に慣れ、どこ
へ行くにも自由に過ごしてきた私達は、遠い昔の話と思ってい
たに違いない。
　京大の佐伯教授は、「不要不急の都市型生活より、必要火急
なものが不足していた。医療や介護、教育、困窮事態に助け合
える繫がりなど地方型へと適合しなければ」と、高新の論文に
載せられている。
　幸いリタイアの身で自粛と言われる前から隠居生活。今ある
「物」と「時間」に感謝し、花のお江戸行の再開を待つこの頃なり。
　　　 　　　　　　　　　　　　  ＜高知市　斎藤　芙美＞

気候変動が心配だ
　1 月に県内を襲った寒波の影響を受けた香我美町の山北ミ
カンのニュースを新聞で知った 。我が家でも半世紀栽培の
枇杷も 5年ぶりに大寒波被害を受けた。 また家から近くのユ
ルキャラ日本一にもなった 【しんじょうくん】 の新荘川の河
口で冬期に取れるスジアオノリで名物 【新荘川青海苔】 も今
年は収穫出来なかった。 枇杷寒波、青海苔不作も原因はさだ
かでないが地球環境による汚染や気候変動が少なからず様々
な影響を与えていると思われるが、来年はこの様な事が無い
ように祈っている。　　　　　　　＜須崎市　吉村　二郎＞
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